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営農経済部からのお知らせ 水稲のカメムシ対策にラクラク散布

営農経済課

藤井　拓也

そろそろカメムシが発生する時期になります。
水稲のカメムシ対策は万全ですか？

①・・・厚手の紙に１５㎜・２㎜の間隔で１８本の縦横３０．６㎝の正方形の台紙をつくる。
②・・・台紙にバンドをホッチキスで留める。
③・・・縦バンドを横バンドに市松柄になるよう差し込む。

詳しくは本店営農経済部へお問い合わせ下さい。

あなたも作ってみませんか
梱包バンド（ＰＰバンド）の収穫籠

製作指導　大枝支部　清原妙子さん
（材料：梱包バンド１５㎜×１５０㎝３６本・結束バンド・竹・ロープ・金具）（製作所要時間　５時間）

詳細な画像は当ＪＡホームページに掲載しておりますのでご覧下さい。ホームページアドレス（http://www.ja-kyotocity.or.jp/）
※製作などのお問い合わせは、支店・支部を通して、総務部総合企画課まで
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④・・・横バンドを市松模様になるよう差し込み、底面部分が完成。
⑤⑥・・・底面から出ている９番・１０番目のバンドを交差して立ち上げ市松模様に編上げ１０段目をホッチキスで仮止めする。
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⑦⑧・・・１０.５段目で外側に折り返す。
⑨⑩⑪・・・バンドを編み目に合わせて差し込み強度を増す。
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⑫⑬⑭・・・内外周に薄く加工した竹を結束バンドで固定する。竹の重なり部分が内外で対角線になるよう調整し、結束バンドを
通す穴は、ろうそく等で熱したキリを使うと便利。
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⑮・・・金具をロープに通し、竹で底面を補強し完成。
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防除方法 その１
圃場周辺のイネ科雑草抑制がカメムシ防除に効果的です。水田周辺の雑草はカ
メムシの誘引源、本田内へ侵入するための中継点となるので出穂２週間前まで
には草刈や除草剤で発生の予防をして下さい。また、出穂期頃も除草を行えば
水田周辺のイネ科雑草を長期間抑えることとなり、カメムシの水田への侵入を
さらに低減することができます！

防除方法 その２
しかし、どうしてもカメムシが発生してしまった場合には、農薬の散布が必要にな
ります。今回は、手間を最小限におさえた農薬をご紹介します！　それは・・・・

従来の１/４の軽さを実現でき、粒のサイズが3～8mmと従来の粒剤より大粒です。
手まき、ひしゃく散布、動力散布など多彩な散布方法で使えます。

スタークル
「豆つぶ」 3,434円

（税込）

豆つぶ剤で、カメムシ防除がお手軽に！

1 「豆つぶ剤」って？

有効成分が高い殺虫効果と吸汁阻害効果を示します。
つまり、カメムシによる被害を最小限にとどめます。

2 斑点米カメムシ類防除に優れた効果を発揮します！

使用方法

10aに対する使用量は1袋（250g）なので、作業が楽に行えます。
ひしゃくを使えば、より遠くまで散布できますので、作業がラクラク！

3 とにかく軽量で疲れない！

大粒に作られているので、圃場の外や衣服に付着する事はありません。4 風によるドリフトが少ない！

作物名

稲

適用害虫名

使用時期

ジノテフランを含む農薬の総使用回数

収穫7日前まで
本剤の使用回数
3回以内

使用方法
散布

使用量

カメムシ類

ウンカ類
ツマグロヨコバイ

250g／10a

250～
500g/10a

4回以内（育苗箱への処理及び側条施用は
合計1回以内、本田での散布、空中散布、無
人ヘリ散布は合計3回以内）

散布上の注意

掛け流しは薬剤が薄まって効果が低下します。散布後数日
は水口、水尻は閉めておきましょう。

有効成分を均一に溶出させるため、水深３㎝～５㎝を維持しま
しょう。尚、散布後7日間は落水やかけ流しをしないで下さい。

処理層

11 2016 年 7 月 vol .236

※価格は当時のものとなります。


